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は じ め に

これまでホ タテガイ天然採苗の能率化ということを中心にして調査研究を進めてきたOそ して多くの

成果をあげて きた とおもわれる｡ しか しながら今後の天然採苗では産卵時斯､産卵量､付着場軌 付着

層､付着量等の予報体制を築いてい くことが重要に在って くるだろうo このような状況のなかで今年か

ら標記の試験項 目で再出発したわけで ある｡

なお本調査を行な うVC当って種 々の協力をされた､奥内､東田沢､清水川､川内漁巣研究会および関

係水産巣改良普及員に対してここにお礼を申し上げる｡また青森地方気象台か らは種々の気象観淑め 資料

をおか bしたo

調 査 方 法

第 1表 調査方法の概要

調 査 項 目 場 所 時期および回数 調 査 点 方 法

備 考1.水 温 茂 浦 昭和45.1- 6月 表 層 半句別平均水温 T義卵前J

付着前V大湊､茂浦 5 - 4 月

表 層 4℃<の積算水温2,母月の成熟度 川 内 1- 4月､ 7回 川内沖

10- 15m層 韻 養護 ×100 ,%)3億 露悪雷㌶ 母 見 2- 4
月､ 5回 川内沖 10- 15.℃の加温海水を

川l内) 10- 15m,層 かけ流したo4.芸晶蒜 蒜ノ

青森請合浦公 園 5 - 4 月 繭花月日(青森地方気象台)5.浮遊幼生の出現状況 定点 土 屋 沖 5～6月､ 12

月 点 P ､ 点 Q 各点について水深5､ 10､2

0､ 50､ 40m層か ら20全湾 全 湾 4- 5月､ 5回 14点

(センター)東 EB 沢 4- 5月､ 5回 2点 ｢研究会) βを

採水し､ この中のホタ楕 水 川 4- 5月､ 8回 4点 (研究会) テガイを倹鏡してm3当 りの奥

内川 内 4 月 4 回4- 5月､ 5回 5点 (研究会)(青森市採苗場)2点 (研究会) 個体数に

換算 したO･X･t この調査VCは保護水面管理事業にとも夜 う調査も含まれてい る｡調査結果の詳細は 青 水 増 情 報 S45-J%.1か らJ%.7およびホクテガイ'V)増殖一拍和 45年度U)ホタ



調 査 項 目 場 所 時期および回数 調 査 点 方 法

毎 考5.付 着 稚 貝 の状 況 琴Ej他15カ所 6月 5- 12日 18カ所(上中下層) 5層の付着器の稚貝付着

伏 ユ着級↓平舘′他28カ所 7月 1- 12日 29ガ 所(
上中下層) 況を調査したo7.稚月の採取状況 とその使途 平舘他11組合

10 月 51 日 アンケー トによる調査調査方法の概要は第 1表に示したとお りであるo

調 査 結 果 お よ び考 察1. 水 温

茂浦の半旬月(顔 面水温を第1区舵 示 したo

昭和 45年度は 3月下旬に最低水温を示し､

44年43年にくらべて低水温であり､ホク

テガイの産卵臨界温度 で ある 7- 9oCレこ達

したのは 4月中旬で

あり､前 2年よりか浸 りの遅れを示した｡

一万 3月以降の 4℃<の積算水温は表面水

温と同 じように遅れを示 した｡積算水温が

20-50℃･日に適したのは 4月 7日～ 15

日であった｡過去の積算水温の結果から積算

水温が 20- 50℃ ･日に到達した頃に 産卵

が行なわれたと推定できる例が多く､この方

法は産卵期推定の一

つの看効を方法であろう02. 母月の成熟度

この結果は第2図に示したように雌雄とも

3月下旬に 30%に近い成熟度を示した.雌では 4月中旬の調査において

も30%に近い成熟度を示し

ていた03. 産卵誘発に よる放精､放卵状況

この結果Vlつtハても第2図のようにな り2

月下旬においても水温の上昇さえあれば放精､

放卵することがわかる｡ 3月中旬から4月上旬にかけて雌雄とも50%以上の反応を示し､

4月中旬に

覆ると雌雄とも50%以下となっ- 8 -

J 2 5 4･ 5 6(ど
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4. ソメイヨシノの開花状況

ソメイヨシノは気温 10℃くらいで開花するとtnわれる〔 このさい日照時間とも関係があるといわ

れる｡

青森請合浦公園の開花状況を第 2表に示 したが既にのべた水温､積賃水温の結果とよく一致するこ

とがわかる.水温上昇の早かった昭和 43年の開花が 4月26日であり､水温上昇の遅かった昭和 4

5年の開花が4月30日のように ソメイヨシノの開花日の遅速と水温上昇の遅速とがよく一致してい

た｡

全国の桜前線は毎年3月20日頃に気象庁から予報されるので約 1カ月前にホタテガイ採苗器投入

時期を予報できる｡

第 2表 音森高合浦公園のソメイヨシノの開花した月日 (青森地方気象台によった)

年産¢召和) 36 37 38 39 40 41 4'2 43

4 4 45 46開花月日 4.24 4.25 4.21 4.29 5.5 4.28 4.27
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第 3図 昭和45年度ソメイヨシノの開花予

想図(気象庁長期予報より)5. 浮遊幼生の出現状況仙 定 点各定点における

ホタテガイ浮遊幼生の平均出現状況を第 4図に示 した｡ 昭和45年の場合､点P､清水川ともに昭和 4

3､ 44年よりもはるかVC大きな出現量となった. これら両地域とも4月中旬に大き夜出現量を示し､ 5月上旬には一彦減少して5月中旬 には 再び 大きな 出現量となった.
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これ らの浮遊幼生は時期が進むほつれて幼殻長を増し4月30日以降では 200/上を越えるもの

が過半をしめたO点Pでは5月 18日に 163個の出現量であったがこ れは全て 200･〟以上であ

り､清水川の場合 5月 15日VC960個の出現量でこのうち950個が 200/上以上であったO

(21 全 港

1)水平分布と幼穀長の推移

3回行なった全湾におけるホタテガイ浮遊幼生の水平分布を第 5､6､ 7図に示した｡ 4月

20.-24日は陸奥東湾中央部から川内､むつVE_かけて多く､幼殻長は第 8図のように 120-

160/上と初期のものが 多かった｡ 5月1日は東湾中央部が多か ったが､前回よ りはかな り減少

してお り幼穀長は180-260

〃の ものが多か った｡ 5月 6-

7日になると出現量はさらに減

少したが､東湾中央部の St.4

には11.900個とい うこれま

でになかった莫大夜数量を示し

た｡この時の幼殻長組成を第 8

凶に示したが､ 250/L前後の

ものが多く260- 340/上の

ものも相当量みられ､さかんに

付着している頃と思われた｡ こ

のように浮遊幼生がある海域に･

集槍するのは幼生が風向や海潮

流の関係で均一に分布するので

はなく､あるパ ッチをつくって

いることを示す ものであろう｡

数量的には西湾ほは少なく東湾

に集積される状況はこれまでと

まった く同じよう凌傾向となっ

た0

2)重 商 分 布

浮遊幼生の垂直分布の状況は

第9図VC示した ように､水深

10- 15m,層に多く出現したO

蟹ロ､境川間をみるとSt.6

の川内沖およびSt.1の10m

膚にパ､ソチがみ られ､水沫20

mを越えると著るしく少なかっ

第5図 浮遊幼生出現状況 (4.20-24

)第6図



たo川内､浜子間をみると東湾中央部Z)St.4の10m層には 50,000個とtハう莫大を浮遊幼

生がみられ､水洗30m を越えると急減してtハた｡

第 9図か ら明らかをように浮遊幼生は水温 7℃以上の海域に多く5- 6℃台には殆んどみられ

ないo このようを傾向は大型のものではより換著であった｡ このことか らよ り早くに産卵された

場合､浮遊幼生はその発育段階の中途で成長阻害を受けた りへh死すること も考えられるeこの

ことにつVlては今後の研究課題としたい.

第 7図 浮遊幼生出現状





7. 稚貝の採取 とその使途

このことにつ tハては第 3表に示 したとお りであった｡ 157億個の付着量か ら仁っさいに採取 され

中間育成へ覆 された数量は15.9億､個であ り､ おおよそ 75% の 11.9億個が放流へ､ 5% の0､78

億個が垂下養殖へ､そ して残 りの 20% である 3L 三̀ 億 個が 県外 - の種苗あるいは小 さなホタテガイ

(商品名 :ホ タテ ､ソコ) として販売され た｡

第 10図 付着椎貝 (1袋当 り万個)

第 3表 ホ4テガイ稚只の付着状況､稚貝の使途および垂下養殖状況

市町村 組 合支 所 設 置月 日(月.冒) 設 置水 沫(m,) 設 置統 数(CL) 幹 綱延 長(m) 付 着 器の 総 数(袋) 付着調香月日(月.冒) 付 着 器 1個当 りの殻 長 別 付 着 量 (JL司)2 >(7nr.) 2′--5(mm) 5.

-10(那) 合 計平館村 平 飴船 岡野 口磯 山 4.284.284.20--504.20 1650--501640 552185 5005,2001,ろoo1,000 50,00028,8008,0001,0007.57.47.57.5 2,504500565707 1,6011,5001,1995,.554 0200205459

5,9052,0001,9674,500蟹日町 解 団第 1 4.20-504.1〔卜5.10 5050--45 10050 15.0009.000 60,00021,〔力O7.5●7.5 2,2501,555

4,1021,946 10771 8,4595..550蓬 田村 蓬 Ef3_ 4.28-5.1 50 40 4,000



｣コ

S第 11図 5月

の風向別頻度 (昭和45年)(昭和 45年 10月現在)給 付 着数 量(万個) 中間育成の可能数量(万個) その他の所 見 稚貝採取 量(力価) 種苗の使途 (力個) 垂下養殖経営体赦田 垂下養殖施設の長 さ(m) 施設当りの

経堂 (新規)CI])備 考放 流 垂下 販売 その他1,9555,76010,206450 4012,5904,958208 稚月が大きい

oヒ トデ少ない 1,500 650 850 29 500170,00058,7547,055 12,8842,178 5,0002,200 1,0001,000 5001,0005.500200 45ll

漁政



第 3表のつづ き

市町村 組 合支 所 設 置月 日(月.ED 設 置水 決(m) 設 置.統 数(統) 幹 綱延 長(m,) 付着器の総 数(秦) 付着調査月 日(月.冒) 付 着 器 1 個 当 りの殻 長 別 付 着 量 (価)2 >(mZI_) 2-- 5(読) 5--

10(nm) 合 計青森市 後 潟奥 内油 川沖 飴青 森造 道原 別野 内久栗坂 4.25～.5.14.25- 5.74.22､ 5.84.50- 5.54.50--5.164.24--5.44.504.20-5.154.25 24--5050--4020--262518′-2520J～27505020-25 144560261495176055 21.60018,0001,5001.1202,7008508506,0002,510 144,000216,00045.5508,550ll.0004.8008,50024,00024,750 7.127.57.57.57.57.57.57.57.5 5702,0281,8704655007724,0515.0125.501 4562,1852,4411,8265002021,7112,0479,547･556芸5'事005602000 2,6074,2114,5112,5471.00097

635,7825,05912;648平 内町野 辺地 町横浜町むつ市川内町脇 野沢 村.∠口ゝ 土 屋茂 浦浦 由東 口沢小 湊楕水川野辺地横 浜浜奥内む つ田名部川脇野沢討 霊 ?5 525. 5,4.25 25--55-5.55.54.1 405.1言 451.52.09 25-501.5誓 0 28-505. 75. 2 18.-205 1.5.㌦ 255. 2 225. 2 225.i . 255.二 5 255.㌦ 26-55 101151104162150125g45;)9410015555100512,049 10,10026,10021.〔OO52,40015.00018,7509.40010,0001.5005.5001.00010,0005,100248,88 70,70066,550105,000162,000104,000157,50067,52070,0007,65017,85010,00057,50018,920､1.512,540＼_ 7.17.97.57.57.17.47.17.57.27.27.27.17.1 4552,8891.7214,2084,7615,28025.5596,6197,49118.48810,5852,556610114,907 5.0729.8094,505ll.5569.82510,40014,1857,20127,40812,50422,0674,7941.024174.199 458.7290515520002729752248244,488 5.､57012,7856,05515,56414.8971占,.00057,74215.82055,17

151.089
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総 付 .義数 量(万個) 中間育成の可能数量(力個) その他の所 見 稚見採取 量(力個) 種苗の使途 (万個) 垂下養殖経営体数¢司 垂下養殖施設の長さ(m) 施 設当りの経餐 (新規)円 備 考放 流 垂

下 販売 その他57,54090,95819.5501,9601, 1004694,89712,14251.504 26,88825.5775,555805275507272,457ll.567 ヒ トデヒ 卜チヒ 卜チヒ トデ 8,00010,0001,5005601,2004851,5005.1004,000 4,0006,0005005008004509705,0005,000 2001.0001,000808055501001.000 5.2005.000520500 600 576229122221917 50050501001005050100 150,00075.00085,000166,60094.00057,500

75,00075,〔氾O 漁政諜資料参照25,24085,08465.558252,157154,928220,000 ll,14655.16122,86691.98454.01075,460 ヒ 卜チヒ トデイカイ 10,0008,00015,60050,0008.56019.OOO 5,1007,58014,28825,0007,00010,800 未定4205125505〔刀 未定1,0001.010200 4,9005,0007,500 581411047757108 100200200100150 95,0

00550,000240,00095,000200,250254,079 47,740 ヒ 卜チ 10,000 10,008,

96,740 25,204 ヒ トデ 6,100 6,000 10826,90655,49452,77427,6205.1561.572,549 10,871ll.516ll,5249.1081.010510,587 ヒ 卜チヒ トデヒ 卜チヒ 卜チヒ 卜チ～∴ヽー_ 2,0002508,0001.200159,555 1.8001808,0001.200119.718二(7号孝) 2

0020


